 (
コミスク設置準備委員会　事務局だより
)
 (
ＮＯ．５
)　平成２３年１２月２２日

 (
三笠市は「小中一貫教育」をより充実させるためにコミスク設置を目指します！
)


　三笠市では、平成１７年度より岡山小学校・萱野中学校で、平成２３年度からは三笠小学校・三笠中学校でも小中一貫教育が進められています。これまでの岡山小・萱野中での小中一貫教育の研究から、地域の学習素材や人材の活用が学習効果を高めることにつながることなどがわかってきました。
三笠市の進める小中一貫教育の大きな柱は、学力向上と健全育成であり、それをより充実させる手段として、また、これからの教育は教職員の力だけではなく、地域住民も一体となって担っていくことが必要不可欠であることから、平成２４年４月１日より三笠小学校及び三笠中学校にコミュニティ・スクール（学校運営協議会）の指定を行います。
これまでに、コミスク設置のための準備委員会が６回開催され、コミスク設置に関する様々な課題の検討が進められています。

 (
三笠市におけるコミュニティ・スクール（
学校運営協議会）
　　　
～基本方針
)


［基本方針］
学校応援団として機能する「コミュニティ・スクール」を積極的に推進します。
 (
学校と地域・関係団体との
連携をコーディネートする
組織をつくりたい！
)
（１）地域住民等が積極的に学校運営に参画する仕組みを構築します。
（２）地域住民等からの教育ボランティア＝サポート隊を募集します。
 (
　コミュニティ・スクールという組織の最も重要な役割は、学校で行われる様々な教育活動（
もしくはそれに準じる活動）に対し、自分ができる範囲でサポートをしていくことです。
　つまり、地域の子どもたちの健全育成のために
地域住民が学校を応援していく組織なのです。
)




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









 (
三笠市におけるコミュニティ・スクール（学校運営協議会）　　　～主な役割
)


　これまでの設置準備委員会で、コミュニティ・スクールの組織体制や役割についても議論を重ねました。その結果、コミスクの持つ二面性（協議機関・学校応援団）を考慮し、以下のような組織体制及び役割を確認しました。
 (
○学校運営の基本方針の承認に関する事項
○学校運営を円滑に進
めるために必要な事項
) (
協　議　機　関
)

 (
コミュニティ・スクール
（
学校運営協議会）
)







 (
地　
域　部
) (
広　
報　部
) (
学習支援部
)
 (
○
地域人材における学校サポートの推進・運営
○サポート隊の募集
○サポート隊への連絡・調整
○施設の予約
○講師依頼　　　　等
) (
○
コミュニティ・スクールの取組の広報
○地域への情報発信
（コミスク通信の発行）
) (
○キャリア教育や地域科
学習活動の促進
○
健全育成、安全指導の活動
○
三笠の伝統文化の継承活動
)









 (
学
 
校
 
応
 
援
 
団
)



※さらに具体的な内容については、次号以降のコミスク通信等でお知らせしていく予定です。

 (
編　
集　後　記
)

 (
　
いよい
よ来年の４月には、三笠小・中学校にコミュニティ・スクールが設立
されます。
学校の教育活動がより充実し、かつ円滑に進めていくためにもコミュニティ・スクールの果たす役割は重要になります。
その役割の中核を担うのが、地域部・学習支援部・広報部の各部になります。
次号のコミスク通信では、各部の具体的な活動内容や携わっていただくボラ
ンティアの
役割や募集について
お知らせします。
)



 (
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